
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
と
暮
ら
し
の
変
化

進
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
私
た
ち

の
社
会
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

特
に
、
日
本
に
お
い
て
は
0
0
年
代
に
入
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

を
中
心
と
し
た
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
通
信
デ
バ
イ
ス
の
低
廉
化
、
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
例
え
ば
、
１
１
（
平
成

2
3
）
年
度
末
の
情
報
通
信
機
器
の
普
及
状
況
を
み
る

と
、
「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
及
び
「
パ
ソ
コ
ン
」
の
世
帯

普
及
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
9
4
・
５
％
、
7
7
・
４
％
。
ま
た
、

「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
の
内
数
で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

は
、
2
9
・
３
％
（
前
年
比
1
9
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
急
速

に
普
及
が
進
ん
で
い
る
［
図
１
］
。

　
ま
た
１
１
（
平
成
2
3
）
年
末
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

数
は
、
前
年
末
よ
り
１
４
８
万
人
増
加
し
て
９
，
６
１
０

万
人
（
前
年
比
１
・
６
％
増
）
、
人
口
普
及
率
は
7
9
・
１
％

（
前
年
差
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
る
［
図
２
］
。

神
奈
川
県
の
人
口
普
及
率
は
、
8
7
・
５
％
と
全
国
平
均

と
比
べ
て
８
・
４
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
日
常
生
活
で
活
用
す
る
こ
と
の

利
点
は
、
原
則
と
し
て
時
間
や
空
間
の
制
約
を
超
え

て
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
」
電
子
メ
ー
ル

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
こ
と
。
ま
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

な
ど
の
在
宅
勤
務
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な

ど
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
・
取
引
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

グ
ー
ム
な
ど
の
趣
味
や
遊
び
の
領
域
ま
で
、
自
宅
に
い
な

が
ら
様
々
な
生
活
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
あ
る
。

　
ち
な
み
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
う
ち
、
家
庭

内
で
約
７
割
が
電
子
メ
ー
ル
の
受
発
信
を
利
用
し
て

お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
の
閲
覧
が
約
６
割
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
・
取
引
も
約
６
割
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
何
ら
か
の
形
で
利
用
し
て
い
る
人
も
約
半

数
存
在
し
て
い
る
。

市
民
の
生
活
行
動
圏
の

変
化
の
兆
し

　
2
0
世
紀
の
都
市
の
発
展
は
、
公
共
交
通
・
道
路
網
の

拡
充
と
共
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
横
浜
と
て
例

外
で
は
な
い
。
戦
前
は
市
電
の
路
線
と
運
河
沿
い
に
市

街
地
が
形
成
さ
れ
、
戦
後
は
都
心
臨
海
部
か
ら
放
射

線
上
に
伸
び
る
鉄
道
網
に
沿
っ
て
宅
地
が
開
発
さ
れ

た
。
他
の
大
都
市
と
比
較
す
る
と
貧
弱
だ
と
い
わ
れ
て

き
た
市
域
を
結
ぶ
道
路
網
に
つ
い
て
も
、
環
状
２
号
線

や
４
号
線
の
整
備
に
よ
っ
て
成
熟
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
都
市
政
策
に
お
い
て
も
、
東
京

情報通信端末の世帯保有率の推移[全国]図１
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へ
の
通
勤
・
通
学
者
を
想
定
し
て
、
郊
外
の
住
宅
地
か

ら
駅
ま
で
の
所
要
時
間
を
ど
の
よ
う
に
短
縮
す
る
の

か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
住
民
の
マ
イ

カ
ー
利
用
を
想
定
し
た
週
末
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
余
暇

活
動
を
快
適
に
す
る
た
め
の
街
づ
く
り
な
ど
市
民
の

生
活
行
動
圏
の
拡
大
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
に
伴
う

移
動
を
ど
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
く
か
と
い
う

視
点
か
ら
施
策
や
事
業
を
進
め
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な

普
及
を
前
提
に
し
て
、
市
民
の
生
活
行
動
圏
が
変
化

し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
窺
わ
せ
る

デ
ー
タ
が
現
れ
始
め
て
い
る
。

　
　
1
2
（
平
成
2
4
）
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
「
自

由
に
過
ご
せ
る
時
間
を
、
ど
こ
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
５
割
を
超
え
る
人

た
ち
が
「
あ
ま
り
外
出
せ
ず
、
自
宅
で
過
ご
す
」
（
5
2
・

１
％
）
と
答
え
て
い
る
。
続
い
て
「
近
隣
に
あ
る
知
人
・

友
人
の
家
や
飲
食
店
、
公
園
な
ど
、
住
ん
で
い
る
地
域

で
過
ご
す
」
（
2
3
・
０
％
）
、
「
電
車
や
バ
ス
、
自
家
用
車

インターネットの
利用者数・人口普及率[全国]

図２

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

な
ど
に
乗
っ
て
、
繁
華
街
や
東
京
な
ど
に
出
か
け
る
」

（
1
7
・
４
％
）
、
「
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
遠
出
す
る
」

（
６
・
１
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
［
図
３
］

　
６
０
代
か
ら
7
0
代
の
高
齢
者
で
あ
れ
ば
、
自
宅
や
地
域

で
時
間
を
過
ご
す
比
率
が
高
ま
る
こ
と
は
、
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
2
0
代
男
性
の

回
答
で
あ
る
。
「
自
宅
で
過
ご
す
」
が
５
割
を
超
え
る
一

方
で
、
「
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
遠
出
す
る
」
は
、
３
・
１
％

と
全
世
代
を
通
じ
て
最
低
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

［
図
４
］
こ
の
数
字
は
、
2
0
世
紀
後
半
の
若
者
の
余
暇

活
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今

の
　
2
0
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
成
長
と
共
に
思
春

期
・
青
年
期
を
過
ご
し
て
き
た
、
空
気
や
水
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
環
境
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
享
受
し
て

き
た
世
代
で
あ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
社
会
の
情
報
化
と
共
に
、
若
年
世
代
を
中
心

と
し
た
市
民
の
生
活
行
動
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
の
か
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
注
視
し
つ
づ
け
る
べ
き

テ
ー
マ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自由に過ごせる時間を過ごす場所
図3[性・年齢別]

自由に過ごせる時間を過ごす場所

図4
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困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者

子
ど
も
・
若
者
が
迎
え
る
未
来

子
ど
も
た
ち
が
直
面
す
る
課
題

９
２
５
件
だ
っ
た
も
の
が
、
１
１
（
平
成
2
3
）
年
度
に
は
、
2

1
4
8
件
と
な
っ
て
い
る
。
［
図
３
］

　
そ
の
う
ち
2
3
年
度
の
新
規
虐
待
把
握
件
数
が

８
２
０
件
あ
り
、
内
訳
は
、
「
身
体
的
虐
待
」
が
約
４

割
、
「
心
理
的
虐
待
」
、
「
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
」
が
そ
れ

ぞ
れ
約
３
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
児
童
虐
待

に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
児
童
相
談
所
や
児
童
福

祉
士
に
よ
る
在
宅
で
の
支
援
が
６
割
強
と
な
っ
て
お

り
、
施
設
入
所
や
一
時
保
護
が
併
せ
て
２
割
強
、
里

親
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ
の
委
託

は
併
せ
て
も
１
％
を
超
え
る
程
度
で
あ
る
。

　
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
た
め
、
就
学
援
助
を
受
け
る

小
中
学
生
の
保
護
者
も
増
え
て
い
る
。
0
6
（
平
成
1
8
）
年

度
に
は
市
内
の
小
中
学
校
あ
わ
せ
て
３
万
1
0
1
4
人

（
援
助
率
i
-
H
8
0
％
）
だ
っ
た
就
学
援
助
認
定
者
が
、
１
１

（
平
成
2
3
）
年
度
に
は
３
万
7
9
6
4
人
（
援
助
率
1
4
・

0
7
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
児
童
の
就
学
環
境
に
お
い
て
社
会

的
格
差
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
数
字
で
あ
る
。

　
ま
た
学
校
に
な
じ
め
な
か
っ
た
り
、
学
校
で
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
も
増
え
て
い
る
。

　
例
え
ば
小
中
学
校
の
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
数
が

こ
の
1
0
年
間
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
0
0
（
平
成
1
2
）
年
度

に
６
４
２
人
だ
っ
た
不
登
校
の
小
学
生
が
、
１
１
（
平
成

2
3
）
年
度
に
は
1
1
0
7
人
と
、
４
６
５
名
増
加
し
、

同
じ
く
中
学
生
で
は
、
2
2
8
5
名
か
ら
2
8
5
3
名

2035(平成47)年の人口ピラミッド

　
本
市
に
お
い
て
生
産
年
齢
人
口
（
1
5
歳
～
6
4
歳
）
が

６
割
を
切
り
、
老
年
人
口
（
6
5
歳
以
上
）
が
３
割
を
超
え
る

と
推
計
さ
れ
る
3
5
（
平
成
4
7
）
年
に
は
、
現
在
の
小
中

学
生
が
社
会
の
中
核
を
担
う
年
齢
と
な
る
。
3
5
（
平
成

4
7
）
年
の
「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
で
2
0
年
後
の
横
浜
の
姿

を
見
る
と
、
子
ど
も
・
若
者
の
数
が
極
端
に
先
細
り
、

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
い
、
逆
三
角
形
に
近
づ
い
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
［
図
１
］
。

　
こ
の
よ
う
に
将
来
の
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
る
今
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
と
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
中
で
様
々
な
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
、
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
一
つ
に
、
家
庭

に
お
け
る
養
育
力
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

児
童
相
談
所
の
対
応
件
数
は
、
0
2
（
平
成
1
4
）
年
度
に

１
万
１
０
８
件
だ
っ
た
が
、
年
々
増
え
続
け
１
１
（
平
成

2
3
）
年
度
に
は
１
万
5
8
7
7
件
に
な
っ
て
い
る
。
［
図

２
］
児
童
虐
待
の
対
応
件
数
も
0
2
（
平
成
1
4
）
年
に
は
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へ
と
５
６
８
名
増
加
し
て
い
る
［
図
４
］
。
ま
た
い
じ
め
の

認
知
件
数
も
こ
こ
数
年
急
増
し
て
お
り
0
8
（
平
成
2
0
）

年
に
は
、
小
学
校
で
３
９
９
件
、
中
学
校
で
５
４
９
件

だ
っ
た
も
の
が
、
１
１
（
平
成
2
3
）
年
に
は
小
学
校
で
1
3

2
4
件
、
中
学
校
で
は
８
３
７
件
と
な
っ
て
い
る
。
本
市

の
場
合
、
「
い
じ
め
対
策
」
に
つ
い
て
は
早
期
発
見
・
早
期

対
応
を
掲
げ
1
0
（
平
成
2
2
）
年
度
か
ら
「
い
じ
め
解
決
一
斉

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
「
小
学
校
へ
の
児
童
支
援
専
任
教
諭
」

を
配
置
し
た
結
果
、
い
じ
め
の
状
況
を
隠
ぺ
い
化
さ
せ
ず

顕
在
化
さ
せ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
が
、
引
き
続
き

対
応
が
必
要
な
事
態
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

若
者
が
直
面
す
る
困
難
さ

ま
た
、
こ
の
1
0
年
余
り
の
間
、
働
き
た
く
て
も
働
く

児童相談所相談件数

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

こ
と
が
で
き
な
い
、
社
会
に
居
場
所
が
な
い
な
ど
、
支
援

を
必
要
と
す
る
若
者
が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
1
1
1
1

（
平
成
2
3
）
年
に
内
閣
府
は
、
「
全
国
に
お
け
る
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
若
者
は
、
7
0
万
人
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
予
備
軍
ま
で
い
れ
る
と
１
５
５
万
人
」
と
い
う

推
計
値
を
発
表
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
1
5
歳
～
3
9
歳

ま
で
の
若
年
無
業
者
（
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
及
び
失

業
者
）
の
推
移
を
見
る
と
、
9
0
（
平
成
２
）
年
と
比
較

し
て
1
0
（
平
成
2
2
）
年
で
、
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
［
図
５
］

　
社
会
体
験
や
就
労
経
験
が
希
薄
な
若
者
た
ち
が

増
え
る
こ
と
は
、
生
活
保
護
な
ど
の
扶
助
費
の
増
大
に

結
び
つ
く
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
亘
っ
て
社
会
の
活
力
が

失
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
子
ど
も
や
若
者
に

対
す
る
社
会
全
体
の
支
援
や
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

児童虐待対応件数

小学校・中学校の
不登校児童・生徒数無業者数・率の推移[15～39歳]
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増
え
る
単
身
の
高
齢
者

　
1
0
（
平
成
2
2
）
年
国
勢
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
う
ち
、
単
身
世
帯
の

比
率
は
、
0
5
（
平
成
1
7
）
年
の
2
3
・
８
％
か
ら
2
7
・
１
％
と

増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
、
何
ら
か
の
形
で
の
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
世
帯
の
比
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

1
0
（
平
成
2
2
）
年
度
に
実
施
さ
れ
た
横
浜
市
高
齢
者

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
6
5
歳
以
上
の
支
援
の
必
要
な
高

齢
者
の
う
ち
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
比
率
は
5
0
・
１
％

（
0
7
年
度
調
査
4
2
・
５
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
で
も
1
9
・
０
％
（
同
調
査
1
6
・
１
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
［
図
１
］

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
の
単
身
世
帯
の
増
え
る
一
方
で
、

高
齢
者
の
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
二
Ｉ
ズ
は
高
く

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
一
般
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
「
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」
と
望

ん
で
い
る
人
の
比
率
は
6
1
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
向
け
住
宅
や
老
人
ホ
ー
ム
、
特
養
な
ど
へ
移
転
を
希

望
す
る
市
民
の
比
率
2
6
・
ｏ
％
と
比
較
す
る
と
、
3
5
・

３
ポ
イ
ン
ト
差
が
開
い
て
い
る
。
さ
ら
に
要
介
護
者
に

な
る
と
「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、
自
宅
で
暮
ら
し

続
け
た
い
」
（
7
2
・
３
％
）
が
７
割
を
超
え
る
。
［
図
２
］

　
一
方
で
、
高
齢
者
一
般
の
う
ち
2
9
・
ｏ
％
が
「
介
護

社
会
的
に
孤
立
す
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
急
速
に
増
え
て
制
度
が
維
持
で
き

る
か
不
安
」
と
答
え
て
お
り
、
今
後
、
単
身
の
高
齢
者
が

ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
自
宅
に

住
み
続
け
な
が
ら
高
齢
者
が
社
会
的
に
孤
立
せ
ず
に
ケ

ア
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
［
図
３
］

精
神
疾
患
・
障
害
の
増
加

　
近
年
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
疾
患

を
患
っ
て
い
る
人
が
増
加
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
内
の
精
神
科
病
院
に
通
う
外
来
患
者
延

べ
数
の
推
移
を
み
る
と
、
9
7
（
平
成
９
）
年
と
比
べ
、
１
１

（
平
成
2
3
）
年
の
外
来
患
者
延
べ
数
は
1
4
万
人
以
上
増

え
て
お
よ
そ
３
６
万
５
千
人
と
な
っ
た
。
［
図
４
］
ま
た
、

精
神
障
害
者
等
の
把
握
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

１
１
(
平
成
2
3
）
年
度
に
は
、
７
万
１
千
人
を
超
え
て
い
る
。

さ
ら
に
軽
度
発
達
障
害
な
ど
で
、
本
人
や
家
族
に
疾
病

や
障
害
の
自
覚
は
な
い
が
、
社
会
参
加
や
就
労
に
困
難

を
抱
え
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
世
代
で
み
て
も
、
昨
今
若
年
層
や
中
高
年
に
う
つ

病
が
増
え
、
そ
の
背
景
に
は
不
安
定
な
雇
用
や
リ
ス
ト

ラ
、
過
重
労
働
な
ど
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で

趣
味
や
地
域
活
動
な
ど
を
活
発
に
行
っ
て
い
た
高
齢
者

が
、
軽
い
け
が
や
病
気
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
自
宅
に
ひ

き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
老
人
性
う
つ
を

高齢者のいる世帯の世帯構成
図 1

介護サービスの利用と住まい
図２
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患
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
精
神
の
疾
患
や
障
害
は
、

決
し
て
、
少
数
の
特
定
の
人
た
ち
が
抱
え
る
課
題
で
は

な
く
、
市
民
の
誰
も
が
日
常
的
に
関
心
を
持
ち
、
向
き

合
わ
ざ
る
を
得
な
い
社
会
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

増
え
る
被
保
護
世
帯

　
被
保
護
世
帯
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
に
お
け
る
9
1
（
平
成
３
）
年
か
ら
の
生
活

保
護
率
の
推
移
を
み
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、
9
2
（
平

成
４
）
年
の
５
・
８
‰
を
底
と
し
て
一
貫
し
た
増
加
傾
向

が
続
き
、
9
6
（
平
成
８
）
年
に
は
全
国
平
均
を
上
回

り
、
景
気
回
復
期
と
言
わ
れ
た
0
2
（
平
成
1
4
）
年
か
ら

0
7
（
平
成
1
9
）
年
に
か
け
て
も
増
加
が
続
い
た
。
そ
し

て
0
8
（
平
成
2
0
）
年
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に

加
速
し
、
1
2
（
平
成
2
4
）
年
３
月
に
は
1
8
‰
と
な
っ
た
。

介護保険の良くない点[高齢者一般]
図3

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

被
保
護
人
員
は
、
9
2
（
平
成
４
）
年
３
月
に
は
１
万
9

2
9
6
人
で
あ
っ
た
が
、
1
2
（
平
成
2
4
）
年
３
月
に
は
６

万
8
2
9
6
人
と
な
っ
て
お
り
、
約
３
・
２
倍
に
な
っ
て
い

る
。
［
図
５
］

　
ま
た
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
大
き
な
変
化
が
進
行

し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
単
身
の
世
帯
主
で
あ
っ
た
人
が

疾
病
に
よ
り
就
労
収
入
が
減
少
し
、
保
護
の
受
給
に

至
る
、
と
い
う
状
況
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
で
は
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
高
齢
単
身
世
帯
で

被
保
護
世
帯
に
な
っ
て
い
る
人
が
増
加
、
同
時
に
、
2
0

代
、
3
0
代
の
若
年
世
代
や
母
子
世
帯
も
増
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
形
で
生
活
保
護
受
給
者
が
増

え
て
い
く
な
か
で
、
家
族
な
ど
の
つ
な
が
り
を
な
く
し

孤
立
化
す
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
低
所
得
で
家
族

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
年
金
な
ど
老
後
の
備

え
を
す
る
余
力
が
な
い
ま
ま
単
身
で
高
齢
期
を
迎
え

て
い
く
人
々
も
増
え
て
い
る
。

精神科病院の外来患者延べ数
図４

被保護世帯数、被保護人員数、保護率の推移図５
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